
Ｑ34. 流水型ダムは、穴あきダムとも呼ばれていますが、土砂

や流木が穴に詰まることはないのでしょうか。また、その

穴にゲートが設置された事例はあるのでしょうか。 

○ 流水型ダムの歴史は古く、16 世紀にイランで、18 世紀には

フランス、その後、アメリカなどでも建設され、多くのダム

は現在も洪水調節機能を発揮しています。

○ 日本国内でも昭和 30年代から 50年代に土地改良事業で農地

防災を目的とした中小規模の自然調節方式のダムが建設され

ており、また、国土交通省所管の流水型ダムとしては、島根

県益田川ダム(2005）、鹿児島県西之谷ダム(2012）、石川県

辰巳ダム(2012)、長野県浅川ダム（2017）が建設され、現在

も洪水調節機能を発揮しています。

○ 河床の放流孔にゲートを有する例としては、足羽川ダムが

ダム本体工事中です。

表 国土交通所管の流水型ダム一覧 
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○ 川辺川の流水型ダムについては、「河床部放流設備」や「常

用洪水吐き」を設置することで検討を進めていますが、流木や

土砂等で閉塞しないように、シミュレーションや水理模型実験

等を実施し、必要な対策を検討していきます。

2




